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スーパーファンロータリ  軸タイプ

SFR Series
スーパーファンロータリ  テーブルタイプ

SFRT Series
●サイズ：3・10・20
JIS 記号

仕様

サイズ
実効トルク　　 注1 90°
　　　　　　   N･m 180°
使用流体

作動方式
 90°

 180°
最高使用圧力  MPa
最低使用圧力  MPa
保証耐圧力  MPa
周囲温度  ℃
接続口径
許容吸収エネルギー  mJ
給油
内部容積  cm3

製品質量 
90° g

 180° g
許容ラジアル荷重 注2 N
許容スラスト荷重 注2 N
許容モーメント  N･m

揺動角度調整範囲
 90°

 180°
揺動時間調整範囲  sec/90°
テーブル振れ精度  mm
バックラッシュ（SFR-180タイプのみ） 注3

3
0.47
0.35

1.3

3.7
200
230
40
30
0.7

－

項目 SFRT-3
10
1.44
1.08

6.3

9.1
350
430
50
60
0.9
90°±5°
180°±5°

0.03
－

SFRT-10
20
2.71
2.03

9.6

19.4
560
690
60
80
2.9

－

SFRT-20
3
0.47
0.35

0.8

3.7
70
120
40
13

1.5°以下

圧縮空気
ベーン形

ベーン、ピニオンギア併用形
0.7
0.1
1.05

0～60（但し、凍結なきこと）
M5

不要（給油時はタービン油ISOVG32を使用）

0.07～1.5

SFR-3
10
1.44
1.08

1.7

9.1
120
220
50
16
－
－
－

－
2.5°以下

SFR-10
20
2.71
2.03

3.5

19.4
250
430
300
20

2.5°以下

SFR-20

注1：実効トルクは、使用圧力0.5MPa時のものです。
注2：SFRの許容ラジアル荷重、許容スラスト荷重は動荷重の値ではありません。
注3：バックラッシュの値は参考値です。
※SFR-□-180軸タイプの揺動角度は、190°となります。

スイッチ仕様

用途
出力方式
電源電圧
負荷電圧
負荷電流
ランプ
漏れ電流

項目

プログラマブルコントローラ専用
－
－

DC10～30V
5～20mA

1mA以下

無接点2線式
F2S

発光ダイオードON時点灯

プログラマブルコントローラ、リレー用
NPN出力

DC10～28V
DC30V以下
50mA以下

10μA以下

無接点3線式
F3S

注１：上記の負荷電流最大値：20mAは、25℃でのものです。スイッチ使用周囲温度が25℃より高い場合は、20mAより低くなります。（60℃にて5～10mA）
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SFR·SFRT Series
形番表示方法

ロスイッチ数

ハ サイズ

1個付
2個付

スイッチ数

実効トルク0.3［N・m］タイプ
実効トルク1.0［N・m］タイプ
実効トルク2.0［N・m］タイプ

サイズ

ホ スイッチ数

ニ スイッチ形番

イ

形番表示方法
●スイッチなし

SFR 10

●スイッチ付

SFRT D20

90

180 F2S

SFR
SFRT

軸タイプ
テーブルタイプ

機種形番

ロ サイズ

ハ 揺動角度

機種形番イ

記号 内　容

〈形番表示例〉
SFRT-20-180-F2S-D
 機　種 ：テーブルタイプ  SFRT
 サイズ ：2.0N･m
 揺動角度 ：180°
 スイッチ形番 ：F2S
 スイッチ数 ：2個付

3
10
20

0.3［N・m］
1.0［N・m］
2.0［N・m］

サイズ
実効トルク（0.5MPa時）サイズ

ロ

90
180

90°
180°

揺動角度ハ

F2S※
F3S※

スイッチ形番
接点機種

ニ

無記号
3

1m（標準）
3m（オプション）

※リード線長さ

R
L
D

右回転検出1個付
左回転検出1個付
2個付

スイッチ数ホ

無接点

表示

1色表示

リード線
2線
3線

●
●
●
●
●

イ
ロ
ハ
ニ
ホ

●スイッチユニット形番表示方法

SFR D 3F2S

イ スイッチ形番

記号 内　容

〈形番表示例〉
SFR-F2S-D-3
 スイッチ形番 ：F2S
 スイッチ数 ：2個付
 サイズ ：実効トルク0.3［N･m］タイプ

F2S※
F3S※

スイッチ形番
接点機種

イ

ロ

ハ

無記号
3

1m（標準）
3m（オプション）

※リード線長さ

S
D

3
10
20

無接点

表示

1色表示

リード線
2線
3線

●
●
●

イ
ロ
ハ
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SFR·SFRT Series

スイッチの作動範囲

項目
形番
SFR、SFRT

作動範囲
10～20°

F2S、F3S
応差
5°以下

スイッチユニット

スイッチユニット部品構成
・スイッチ1個付きの場合

※1：スイッチユニット取付プレート及びマグネットホルダはサイズ
 毎に部品が異なります。その他の部品については、全サイズ
 共通部品となります。
※2：スイッチ1個付きの場合は⑧スイッチホルダと⑪スイッチホルダ
 固定ボルトの間に⑩平座金⑬スペーサを組み込んだ状態での取付
 となります。（右図）

部品No.
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

部品名
スイッチユニット取付プレート
取付ボルト
マグネットホルダ
マグネットホルダ止めねじ
マグネット
スイッチユニット本体
取付ボルト
スイッチホルダ1
スイッチホルダ2
平座金
スイッチホルダ固定ボルト
Ｆ形スイッチ
スペーサ
固定ナット
スイッチ取付ねじ

数量
1
4
1
1
1
1
2
1
－
1
1
1
1
1
1

・スイッチ2個付きの場合
部品No.
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

部品名
スイッチユニット取付プレート
取付ボルト
マグネットホルダ
マグネットホルダ止めねじ
マグネット
スイッチユニット本体
取付ボルト
スイッチホルダ１
スイッチホルダ２
平座金
スイッチホルダ固定ボルト
Ｆ形スイッチ
スペーサ
固定ナット
スイッチ取付ねじ

数量
1
4
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
－
2
2

※1

※1

※2

※1

※1

※2

スイッチ

マグネット

応差

作動範囲

①

④

⑥

⑦
⑨

⑬⑫

⑮
⑭

⑧

③

⑤

⑩

②

⑪

※2
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SFR·SFRT Series
揺動起点と揺動方向

●SFR-□-90

揺動起点と揺動方向

●SFRT-□-90

●SFR-□-180

●SFRT-□-180

ポート位置

ポート位置

最小
揺動
角度
　17

5ﾟ

揺動
角度
　18

0ﾟ

最大
揺動
角度
　18

5ﾟ

最
小
揺
動
角
度
　
85
ﾟ

最
大
揺
動
角
度
　
95
ﾟ

揺
動
角
度
　
90
ﾟ

最
小
揺
動
角
度
　
90
ﾟ

最大
揺動
角度
　9
4ﾟ

最小揺動角度　186ﾟ

揺動角度　190ﾟ

最大揺動角度
　194ﾟ

90
ﾟ

90ﾟ

67.5ﾟ

67.5ﾟ

ポート位置

ポート位置

揺動起点

揺動起点

揺動起点

揺動起点
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SFR·SFRT Series

●90°タイプ
　①テーブル位置決め穴が時計方向揺動時

　・ベーン部

　②テーブル位置決め穴が反時計方向揺動時

　・ベーン部

　・テーブル部 　・テーブル部

　・歯車部 　・歯車部

　・テーブル部 　・テーブル部

作動原理

aポートから給気すると、
ストッパ（軸タイプはストッパ
ピン）で止まっていたベーン
が時計方向へ揺動します。
90°揺動後ストッパ（軸タイプ
はボディ）にベーンが当たり、
止まります。

シャフトとテーブルが直結
しているため、ベーンと同様
の方向（時計方向）へテーブ
ル上面の位置決め穴（軸タイ
プはＤカット面）が90°揺動し
ます。

bポートから給気すると、
ベーンが反時計方向へ揺動
します。
90°揺動後ストッパ（軸タイプ
はストッパピン）にベーンが
当たり、止まります。

シャフトとテーブルが直結
しているため、ベーンと同様
の方向（反時計方向）へテー
ブル上面の位置決め穴（軸タ
イプはＤカット面）が90°揺動
します。

●180°タイプ
　①テーブル位置決め穴が時計方向揺動時

　・ベーン部 　・ベーン部

　②テーブル位置決め穴が反時計方向揺動時

bポートから給気すると、
ベーンが反時計方向へ揺動
します。
140°揺動後ストッパに当た
り、止まります。軸タイプは
145°揺動しボディにベーン
が当たり止まります。

シャフト（ベーン連結）→歯車
Ａ→歯車Ｂ→出力軸（テーブ
ル連結）と力が伝わり出力軸
が揺動します。
このとき歯車部のギア比によ
り140°の揺動角度が180°
に増幅されます。軸タイプは
145°の揺動角度が190°に
増幅されます。
また出力軸はシャフトと逆方
向（時計方向）へ揺動をします。

歯車部で揺動方向が時計方
向となったため、テーブル上
面の位置決め穴（軸タイプは
Ｄカット面）は時計方向へ揺
動します。

bポートから給気すると、
ベーンが時計方向へ揺動しま
す。
140°揺動後ストッパに当た
り、止まります。軸タイプは
145°揺動しボディにベーン
が当たり止まります。

シャフト（ベーン連結）→歯車
Ａ→歯車Ｂ→出力軸（テーブ
ル連結）と力が伝わり出力軸
が揺動します。
このとき歯車部のギア比によ
り140°の揺動角度が180°
に増幅されます。軸タイプは
145°の揺動角度が190°に
増幅されます。
また出力軸はシャフトと逆方
向（反時計方向）へ揺動をし
ます。

歯車部で揺動方向が反時計
方向となったため、テーブル
上面の位置決め穴（軸タイプ
はＤカット面）は反時計方向
へ揺動します。

※SFRも同様の機構のため、上記のような作動となります。
　ただし、揺動角度は190°になります。

ベーン

90° 90°

90°

140° 140°

180°

18
0°

18
0°

140°

180°

140°

90°

シャフト

aポート

位置決め穴

位置決め穴

bポート

aポート bポート aポート bポート

aポート bポート

歯車Ｂ 出力軸

シャフト 歯車A

ボディ

ボディ シャフト ベーン

給気

給気 給気

給気
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SFR·SFRT Series
実効トルク線図

圧　　力　　　（MPa）

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

ト

　ル

　ク

3.実効トルク線図

SFR、SFRT-3-180

SFR、SFRT-3-90

SFR、SFRT-10-180

SFR、SFRT-10-90

SFR、SFRT-20-180

SFR、SFRT-20-90

（N･m）
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SFR·SFRT Series

●SFR-□-90 ●SFRT-□-90

●SFR-□-180 ●SFRT-□-180

内部構造および部品リスト

部品リスト
品番
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

部品名称
平行ピンＡ

六角穴付きボルト
パッキン
ストッパピン
シャフト
カバーＡ
ブシュ
ベーン
シリンダ
平行ピンＢ
カバーＢ
Oリング

Oリングカバー
平行ピンＣ

材　質
鋼
鋼

ニトリルゴム
鋼
鋼

アルミニウム合金
樹脂

アルミニウム合金
アルミニウム合金

鋼
アルミニウム合金
ニトリルゴム
アルミニウム合金

鋼

材　質
鋼
鋼
鋼
鋼

アルミニウム合金
アルミニウム合金
アルミニウム合金

鋼
鋼

アルミニウム合金
鋼

合金鋼
合金鋼
合金鋼

部品名称
六角穴付き止めねじ

歯車Ａ
歯車Ｂ
出力軸

歯車ケース
テーブル

ベアリング押え
角度調整用ストッパ
角度調整用六角ナット

テーブル本体
六角穴付きボルト
ベアリングＡ
ベアリングＢ
ベアリングＣ

品番
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

1

2

3

2

3

8

1

20

21

22

23

24

24

26

27

19

18

25 22

28

23

10

11

14

15

16

17

20

21

11

5

6

7

8

9

10

11

2

8

3

1

6

9

10

7

13

14

15

16

17

18

19

11

4

13

12

5

12

12

12

13

25

26

18

27

7

9

5

1

2

5

3

8

9

7

10

13
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SFR Series
外形寸法図

●SFR-□-90

外形寸法図（SFRシリーズ）

3
10
20

サイズ BA
28
34
45

AA
36
44
58

CA
11
11
15

DA
8
12
14

DB
15
15
18

DC
M3深さ5
M4深さ5
M4深さ6

G
2
2.5
3

H
19
21
27

I
10
10
12

K
13.5
16
20.5

M
18
20
22

N
27
32
41

P
53.5
60.5
71.5

T
10
12
14

S
5
6
8

4-DC

B
A

C
A

D
A

AA

H

D
A

DB

（
揺
動
角
度
）

G 4-DC

G

45°

ａポート加圧時揺動方向

90
°+
4°
0°

I
K

2

M
N

8
.5

2

4

P

配管ポート
2-M5

bポート

揺動起点

(揺動角度) 揺動起点

ａポート加圧時揺動方向

ａポート

90°+4°0°
φT 0

－0.1

φT 0　
－0.1

DB

φS h7

φS h7
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SFR Series

●SFR-□-180

外形寸法図（SFRシリーズ）

3
10
20

サイズ BA
28
34
45

AA
36
44
58

CA
11
11
15

CB
6.5
9
12.5

DA
8
12
14

DB
15
15
18

DC
M3深さ5
M4深さ5
M4深さ6

G
2
2.5
3

H
19
21
27

I
10
10
12

K
26
31
39

M
18
20
22

N
39.5
47
59.5

P
66
75.5
90

T
10
12
14

S
5
6
8

(揺動角度)
190° ±4°

DB

D
A

ａポート加圧時揺動方向

ａポート加圧時揺動方向

4-DC

G

B
A

C
B

D
A

AA

DB

H

I
K

4

2
2

M
N

8
.5

P

G

C
A

配管ポート
2-M5

72
.5°

bポート

φT 0
－0.1

φS h7

揺動起点

4-DC

145° ±4°
(揺動角度)

揺動起点

ａポート

φT 0
－0.1

φS h7
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●SFRT-□-90

外形寸法図（SFRTシリーズ）

3
10
20

AAサイズ
36
44
58

AB
44
50
62.5

BA
28
34
45

BB
44
50
59

CA
11
11
15

CB
22
25
30

DA
8
12
14

DB
15
15
18

EA
M4深さ15
M5深さ15
M6深さ20

DC
M3深さ5
M4深さ5
M4深さ6

ED
32
38
42

EC
4.5貫通
5.5貫通
6.5貫通

EB
36
41
48

3
10
20

サイズ

3
10
20

サイズ

EF
16.5
20.5
22.5

RA
3
4
4

RB
3
4
4

RD
16.5
20.5
22.5

RE
8.5
9
12.5

S
5
6
8

T
10
12
14

U
22
26.5
31.5

V
15
21
26

WA
41
47
52

WC
21
26
30

WD
3
3
4

EG
M4深さ6
M4深さ6
M5深さ8

EH
30
37
42

FA
6
8
11.5

FB
M5×0.8
M6×1
M6×1

FC
6.1
5.4
4.4

G
2
2.5
3

H
19
21
27

I
11.5
14.5
16

J
42
48
53.5

K
42
50
59.5

NA
23
25.5
30.5

NB
21
26
33.5

P
64
74.5
88.5

2-φEC

2-φEC
3-φRA  H9深さ3

K

U EF

V

ED

R
D

R
E

2P

I
N
A

N
B

8
.5

4-DC
DA

4-EA

AB

CB

φJ h9

B
B

EB

22.5°

5

長溝深さ5

SFRT-10,20SFRT-3

H

8-EG

EB

1
.5

ED

テーブル部詳細

3 H
9

FB

1回転当たりの
調整角度FC°

配管ポート
2-M5

45
°

G

ａポート

揺動角度90°
調整範囲±5°

ａポート
加圧時揺動方向

4

2

深
さ
W
D

φ
W
C H9

φW
A 
h9

φEH

揺
動
角
度
9
0
°

調
整
範
囲
±
5
°

ａポート
加圧時揺動方向

揺動起点

揺動起点

(FA)

bポート

BA

D
B

A
A

テーブル部形状

CA

45°

φT 0
－0.1

φS h7

3-RB H9 深さ3

SFRT Series
外形寸法図
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SFRT Series

●SFRT-□-180

外形寸法図（SFRTシリーズ）

3
10
20

AAサイズ
36
44
58

AB
44
50
62.5

BA
28
34
45

BB
44
50
59

CA
11
11
15

CB
22
25
30

DA
8
12
14

DB
15
15
18

EA
M4深さ15
M5深さ15
M6深さ20

DC
M3深さ5
M4深さ5
M4深さ6

ED
32
38
42

EC
4.5貫通
5.5貫通
6.5貫通

EB
36
41
48

3
10
20

サイズ

3
10
20

サイズ

EF
16.5
20.5
22.5

P
69.8
85
99.5

RA
3
4
4

RB
3
4
4

RD
16.5
20.5
22.5

RE
8.5
9
12.5

S
5
6
8

T
10
12
14

U
22
26.5
31.5
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SFR·SFRT Series
外形寸法図

●SFR-□-90 ●SFRT-□-90

●SFR-□-180 ●SFRT-□-180
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③慣性負荷(TA)
　物体を回転させる場合

 
 TA ：必要トルク(N･m)
  I ：慣性モーメント(kg･m2)
 ω ：角加速度(rad/s2)
 θ ：揺動角度(rad)
  t ：揺動時間(s)
　慣性モーメントは慣性モーメントと揺動時間調整範囲（1ペー
ジ）、又は慣性モーメント算出用図（19、20ページ）等を利用し
て計算してください。

Step3　許容エネルギーの確認
　慣性負荷の場合、揺動端での負荷の運動エネルギーが許容値
を越えますとアクチュエータの破損を招きます。仕様内容にした
がってエネルギーの許容値以内になるように選定してください。
　エネルギーが大きすぎる場合は、外部でショックキラー等を
使用して負荷を停止させてください。

 
 E ：運動エネルギー(J)
 I ：慣性モーメント(kg･m2)
 ω ：角速度(rad/s)
 θ ：揺動角度(rad)
 t ：揺動時間(s)
　慣性モーメントは慣性モーメントと揺動時間調整範囲（1
ページ）、又は慣性モーメント算出用図（19、20ページ）等を
利用して計算してください。

Step1　揺動時間の確認
　揺動時間を仕様範囲外で設定されますと、アクチュエータの
作動が不安定になったり、アクチュエータの破損を招いたりし
ます。必ず、仕様の揺動時間調整範囲以内で使用してください。

Step2　大きさ (トルク )の選定
　負荷の種類によって大きく3種類に分かれます。
　それぞれの場合によって必要トルクを計算してください。複
合荷重となる場合は各トルクを合計して必要トルクとしてくだ
さい。
　使用圧力によって実行トルク線図より必要トルクを満足する
サイズを選定してください。

①静的負荷(Ts)
　クランプなど静的な押付力が必要な場合

    Ts ＝ Fs× L

 Ts ：必要トルク(N･m)
 Fs ：必要な力 (N)
 L ：回転中心から作用点までの長さ(m)

②抵抗負荷 (TR)
　摩擦力、重力、その他の外力による力が加わる場合（※右図参照）

    TR ＝ K× FR × L
 TR ：必要トルク(N･m)

 K ：余裕係数 〔 負荷変動なし　K＝2    負荷変動あり　K＝5
 FR ：必要な力(N)
 L ：回転中心から作用点までの長さ(m)

選定方法

Step 1  揺動時間の確認

Step 2  大きさ（トルク）の選定

        ①静的負荷

        ②抵抗負荷

        ③慣性負荷

Step 4  許容荷重の確認※

        ①スラスト荷重

        ②ラジアル荷重

        ③モーメント荷重

Step 3  許容エネルギーの確認

次の手順によって選定してください。

TA＝5×I×ω

t2
2θω＝

2
1

t
2θω＝

E＝　×I×ω2

・

水平負荷抵抗トルク
の算出

垂直負荷

不要

要

抵抗負荷あり 抵抗負荷あり

抵抗負荷なし 抵抗負荷なし

外力

外力

重力
バランス負荷
アンバランス負荷

アンバランス
負荷

バランス負荷

バランス負荷

バランス負荷

アンバランス
負荷

SFR·SFRT Series

　　※SFRTのみ考慮ください。
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Step4　許容荷重の確認
　軸及びテーブルに負荷の荷重が直接かかる場合は、仕様の許
容値以内になるようにしてください。
　また複合荷重の場合は、各荷重の許容値に対する割合の合計
が1.0以下になるようにしてください。
　荷重は以下の3種類に分かれます。
①スラスト荷重(軸方向荷重)

②ラジアル荷重(横方向荷重)

③モーメント荷重

　各荷重を計算した後、以下の式に代入し確認してください。

 Ws ：スラスト荷重(N)
 WR ：ラジアル荷重(N)
 M ：モーメント荷重(N･m)
 WSmax ：許容スラスト荷重(N)
 WRmax ：許容ラジアル荷重(N)
 Mmax ：許容モーメント荷重(N･m)

選定方法

※SFRには、軸に直接荷重の加わらない使用方法を検討ください。

WS

ＷR ＷR

Wsmax
Ws

WRmax
WR＋ ＋ Mmax

M ≦1.0

M

SFR·SFRT Series
機種選定ガイド：選定方法
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選定例①

直方体の負荷がある場合

＜選定機種＞
 SFRT
＜作動条件＞
 圧力 ：0.5(MPa)
 揺動角度 ：90゜
 揺動時間 ：0.6(s)
 負荷（材質：アルミニウム合金）
 ＜直方体＞ ：0.5( )

Step1　揺動時間の確認
　作動条件より揺動時間は0.6(s/90゜)です。揺動時間調整範
囲0.07～1.5(s/90゜)以内となっていますから、次のステッ
プへ進みます。

Step2　大きさ(トルク)の選定
　慣性負荷の為、まず慣性モーメント(I)を計算します。
＜直方体＞

 
6

0.062＝3×10-4（kg・m2）I＝0.5×  ……①

　次に、角加速度(ω)を計算します。

　条件より、 2
π（rad）,　t＝0.6（s）θ＝90°＝ 

　したがって、

 ω＝ ＝8.73（rad/s2）＝0.62
π

t2
2θ   …………②

　よって①、②より、慣性負荷(TA)は
 TA ＝5×3×10-4×8.73
  ＝0.0131(N･m)…………………………………③
　③の値と作動条件及び0.5(MPa)時のトルクから
   SFRT－ 3－ 90   …………………………………
　が選定できます。

Step3　許容エネルギーの確認
　運動エネルギーの計算をして、許容エネルギー値内であるか
確認します。
　揺動終端での角速度ωを計算します。

　条件より、 2
π（rad）,　t＝0.6（s）θ＝90°＝ 

　したがって、

 ω＝ ＝5.24（rad/s）＝ 0.6
π

t
2θ

 よって、運動エネルギー(E)は、

 2
1

＝4.12（mJ）

×3×10-4×5.242×103E＝
   
……………………④

　④とStep2で選定した　から
 　SFRT-10-90    …………………………………………○
　が選定できます。

Step4　許容荷重の確認
　最後に、負荷がテーブルにかける荷重値を計算して、許容荷
重値内であるか確認します。
＜スラスト荷重＞
　スラスト荷重(Ws)は、
 Ws＝0.5×9.8＝4.9(N)　　  ……………………⑤
＜ラジアル荷重＞
　ラジアル荷重はかからない為、
 WR＝0(N) ………………………………………⑥
＜モーメント荷重＞
　モーメント荷重はかからない為、
 M＝0(N･m) 　 　……………………………………⑦
　⑤、⑥、⑦、  　より、
 

 
Wsmax
Ws

WRmax
WR＋ ＋ Mmax

M

60
4.9

50
0＋ 0.9 0.082≦1.00＋＝ ＝ ……

　　  、　  より、合計荷重値は許容荷重値内であるから、
        SFRT-10-90
　が選定できます。

Ａ

Ｂ

○B

○B

○C

○C

60

60

60

直方体

SFR·SFRT Series

○A
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選定例②
長方形板に直方体の負荷がある場合

＜選定機種＞
 SFRT
＜作動条件＞
 圧力 ：0.5(MPa)
 揺動角度 ：90゜
 揺動時間 ：0.4(s)
 負荷 ( 材質：鋼材 )
 　  ＜回転中心の左側の長方形板＞ ：0.04(kg)
 　  ＜回転中心の右側の長方形板＞ ：0.1(kg)
 　  ＜立方体＞ ：0.12(kg)

Step1　揺動時間の確認
　作動条件より揺動時間は0.4(s/90゜)です。揺動時間調整範
囲0.07～1.5(s/90゜)以内となっていますから、次のステッ
プへ進みます。

Step2　大きさ(トルク)の選定
　慣性負荷の為、まず慣性モーメント (I) を計算します。
＜長方形板＞

　 ＝9.60×10-5（kg・m2）

12
4×0.052＋0.0252

12
4×0.022＋0.0252＋0.04×

I1＝0.1×

＜立方体＞

　 ＝1.81×10－4（kg・m2）

6
0.0252I2＝0.12× ＋0.12×0.03752

 したがって、全体での慣性モーメント (I) は以下の様になります。
 I ＝ I1 ＋ I2 ＝ 2.77× 10-4(kg･m2)   ……………………①
　次に、角加速度(ω)を計算します。

　条件より、 2
π（rad）,　t＝0.4（s）θ＝90°＝

　したがって、

 t2
2θω＝ ＝ ＝19.63（rad/s2）0.42

π
  …………②

　よって①、②より、慣性負荷 (TA) は
 TA ＝ 5× 2.77× 10-4 × 19.63
  ＝ 0.027(N･m)  ………………………………③
 　③の値と作動条件より、0.5(MPa) 時のトルクから
        SFRT－ 3－ 90　  …………………………
　が選定できます。

Step3　許容エネルギーの確認
　運動エネルギーの計算をして、許容エネルギー値内であるか
確認します。
　揺動終端での角速度ωを計算します。

　条件より、θ＝90°＝ （rad）,　t＝0.4（s）2
π

　したがって、

 ω＝ ＝7.85（rad/s）＝ 0.4
π

t
2θ

　よって、運動エネルギー (E) は、

　
2
1

＝8.53（mJ）

×2.77×10-4×7.852×103E＝

 
…………④　④とStep2で選定した　  から

       SFRT－ 20－ 90　……………………………
　が選定できます。

○A

○B
○A

Step4　許容荷重の確認
　最後に、負荷がテーブルにかける荷重値を計算して、許容荷
重値内であるか確認します。
＜スラスト荷重＞
　合計質量は、
       0.04＋ 0.1 ＋ 0.12＝ 0.26(kg)
　したがって、スラスト荷重 (Ws) は、
       Ws ＝ 0.26× 9.8 ＝ 2.55(N) ………………⑤
＜ラジアル荷重＞
　ラジアル荷重はかからない為、
       WR ＝ 0(N)………………………………………⑥
＜モーメント荷重＞
　長方形板によるモーメント荷重 (M1) は、
       0.1 × 9.8 ＝ 0.98(N)
       0.04× 9.8 ＝ 0.39(N)
　したがって、
       M1 ＝ 0.98× 0.025＋ 0.39× 0.01
            ＝ 0.0284(N･m)
　直方体によるモーメント荷重 (M2) は、
       0.12× 9.8 ＝ 1.18(N)
　したがって、
       M2 ＝ 1.18× 0.0375＝ 0.044(N･m)
　よって、M1、M2を合計すると、
       M ＝ 0.044＋ 0.0284＝ 0.0725(N･m) ………⑦
　⑤、⑥、⑦、　 より、

 

Wsmax
Ws

WRmax
WR＋ ＋ Mmax

M

80
2.55

60
0＋ 2.9 0.057＞1.00.0725＋＝ ＝

　　 より、合計荷重値は許容荷重値内であるから、
       SFRT－ 20－ 90
　が選定できます。

○B

○C

25 25

25

25

20 50

37.5回転中心

10

SFR·SFRT Series
機種選定ガイド：選定例
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回転軸が水平で長方形板の負荷の場合

　　負荷詳細

＜選定機種＞
 SFRT
＜作動条件＞
 圧力　　　：0.5(MPa)
 揺動角度　：180゜
 揺動時間　：0.8(s)
 負荷(材質：鋼材)
 ＜長方形板＞ ：0.11(kg)
 ＜直方体＞ ：0.21(kg)

Step1　揺動時間の確認
　作動条件より揺動時間は0.8(s/180゜)です。揺動時間調整
範囲0.07～1.5(s/180゜)以内となっていますから、次のス
テップへ進みます。

Step2　大きさ(トルク)の選定
　重力による抵抗負荷と慣性負荷の為、抵抗負荷(TR)と慣性
モーメント(I)を計算します。
＜抵抗負荷＞
　抵抗負荷はテーブルの回転によって変化します。
 　　FR＝0.11×9.8＝1.08(N)
 　　R＝0.04(m)
　したがって、
 　　TR＝5×1.08×0.04＝0.216(N･m) ……①
＜慣性負荷＞
　［長方形板］

 

12
0.11×（0.012＋0.052）＋0.11×0.042

＝2.00×10-4（kg・m2）

I1＝

　［直方体部分］

 6
0.032＝3.15×10-5（kg・m2）I2＝0.21×

　したがって、全体での慣性モーメント(I)は以下の様になります。
 　　I＝I1＋I2＝2.31×10-4(kg･m2)……………②
　次に、角加速度(ω)を計算します。
　条件より、θ＝180゜＝π(rad)、t＝0.8(s)

選定例③
　したがって、

　 0.82
2π

t2
2θ

＝ ＝9.81（rad/s2）ω＝
 
………③

　よって②、③より、慣性負荷(TA)は
 TA ＝5×2.31×10-4×9.81
  ＝0.011(N･m)   ………………………………④
　①、④より合計トルク(T)は、
 T＝0.216＋0.011＝0.227(N･m)　……………⑤
　⑤の値と作動条件より、0.5(MPa)時のトルクから
 　　SFR－ 3－180　 …………………………
　が選定できます。

Step3　許容エネルギーの確認
　運動エネルギーの計算をして、許容エネルギー値内であるか
確認します。
　揺動終端での角速度ωを計算します。
　条件より、θ＝180゜＝π(rad)、t＝0.8(s)
　したがって、

 0.8
2π

t
2θ
＝ ＝7.85（rad/s）ω＝

　よって、運動エネルギー(E)は、

 
2
1

＝7.13（mJ）

×2.31×10-4×7.852×103E＝

  ……………⑥

　⑥とStep2で選定したＡから
      SFR－ 20－ 180    ………………………
　が選定できます。

○A

Step4　許容荷重の確認
　最後に、負荷がテーブルにかける荷重値を計算して、許容荷
重値内であるか確認します。
＜スラスト荷重＞
　スラスト荷重はかからない為、スラスト荷重 (Ws) は、
 　　Ws＝ 0(N)  ……………………………………⑦
＜ラジアル荷重＞
　合計質量は、
 　　0.11＋ 0.21＝ 0.32(kg)
　したがって、
 　　WR＝ 0.32× 9.8 ＝ 3.14(N) …………………⑧
＜モーメント荷重＞
　モーメント荷重 (M) は、
 　　M＝0.015× (0.11＋ 0.21) × 9.8
 　　＝0.047(N･m) …………………………………⑨
　⑦、⑧、⑨、    より、

 Wsmax
Ws

WRmax
WR＋

Mmax
M＋

80 60
0 3.14＋

2.9 0.068≦1.00.047＋＝ ＝ …

　　 、   より、合計荷重値は許容荷重値内であるから、
 　　 SFRT－ 20－ 180
　が選定できます。

○C

SFR·SFRT Series

○B

直方体

30

30

10

50

30
30

長方形板

40

15 25回転中心

30

30 50

10

○

○B

○B ○C
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静的負荷のため、必要トルクを計算します。

＜選定機種＞
SFR
＜作動条件＞
圧力 0.5MPa
揺動角度 90°
揺動時間 0.6s
クランプレバー質量 0.1kg
クランプ力 20N
クランプ位置 50mm

　作動条件より作動時間は0.6（s/90°）です。揺動時間調整範囲
0.07～1.5（s/90°）以内となっていますから、次のステップに
進みます。

FS=クランプ力：20N
L＝クランプ位置：0.050m

TS=20×0.05=1.0N･m
　必要トルクからSFR－10－90を選定します。

運動エネルギーの計算をして、許容エネルギー値内であるか、
確認します。

クランプレバーの慣性モーメントIを計算します。
＜棒（回転中心が端）＞

 ＝0.0000833　kg・m2

揺動終端での角速度ωを計算します

θ ＝90°＝　 （rad）

t ＝0.6s

ω＝　  ＝　　　　＝5.236（rad／s）

よって、運動エネルギー（E）は

E ＝　  ×8.33×10－5×5.2362×103

 ＝1.14　（mJ）

許容エネルギーを満足しているためSFR－10－90を選定できます。

I ＝M×　 ＝0.1×L2̶
3

0.052̶̶
3

π
̶
2

1
̶
2

2θ
̶
t

2π
̶̶̶̶
2×0.6
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SFR·SFRT Series
機種選定ガイド：選定例

選定例④
クランプの場合

Step1　揺動時間の確認

Step2　大きさ(トルク)の選定

Step3　許容エネルギーの確認
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1. 慣性モーメント算出用図
形
状 略　　図 必要事項 慣性モーメントI kg・m2 回転半径 K12 備　　考

円

　
　盤

段
付
円
盤

棒（
回
転
中
心
が
重
心
）

細
い
棒

直 

方 

体

薄
い
長
方
形
板（
直
方
体
）

棒（
回
転
中
心
が
端
）

集
中
荷
重

歯 

　
　車

d（m）
M（kg）

Md２

8

d1（m）
d2（m）
M1（kg）
M2（kg）

●直径
●質量

R（m）
M（kg）

●棒の長さ
●質量

R（m）
M（kg）

●棒の長さ
●質量

R1
R2
M1

M2

●棒の長さ

●質量

●直径

●質量d1部分
　　　d2部分

R1
R2（m）
M1（kg）
M2（kg）

●集中荷重の形状
●集中荷重の重心までの
　長さ
●アームの長さ
●集中荷重の質量
●アームの質量

●歯車　ロータリ側（歯数）ａ
　　　　負荷側（歯数）　  ｂ
●負荷の慣性
　モーメント
　　　　　　N・m

a（m）
b（m）
M（kg）

●辺の長さ

●質量

●辺の長さ

●板の長さ

●質量

●取付け方向は特に
　なし
●すべらせて使用す
　る場合は別途考慮

●ｄ1部分に比べてｄ2

　部分が非常に小さ
　い場合は無視して
　よい

●取付け方向は水平
●取付け方向が垂直
　の場合は揺動時間
　が変化する

●取付け方向は水平
●取付け方向が垂直
　の場合は揺動時間
　が変化する

●取付け方向は水平
●取付け方向が垂直
　の場合は揺動時間
　が変化する

●取付け方向は特に
　なし

●取付け方向は特に
　なし
●すべらせて使用す
　る場合は別途

●取付け方向は水平
●Ｍ２がＭ１に比較し
　て非常に小さい場
　合はＭ２＝0で計算
　してよい

●歯車の形状が大き
　くなると歯車の慣
　性モーメントを考
　慮する必要があ
　る。

d２

8

R２

3

R２

12

a２＋b２

12

負荷のロータリ軸まわりの慣性モーメント

d1２＋d2２

8

R1２＋R2２

3

（M1ｄ1２＋M2ｄ2２）
8
1

MR２

3

MR２

12

MI＝

I＝

I＝

M1・R1２

3
M2・R2２

3
I＝

I＝

I＝

12

M2R22

3

（a2＋b2）

M1I＝
12
（4a12＋b2）＋ 12

（4a12＋b2）＋（4a22＋b2）M2
12
（4a22＋b2）

I＝M1（R12＋k12）＋

IH＝    　
2
ILａ

ｂ（    ）

nd

d2

d1

R

R

a
b

R1
R2

アーム M2

集
中
荷
重
M１

a

b 負荷IL

IH
ロータリ

R1
R2

a1
a2

b

+

a1
a2
b
M1
M2

歯車を介する場合の負荷ILをロータリアクチュエータ軸まわりに換算する方法

 回転軸がワークを通っている場合

k12は集中
荷重の形状
により算出
する

SFR·SFRT Series
技術資料
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形
状 略　　図 必要事項 慣性モーメントI kg・m2 備　　考

直
方
体

中
空
の
直
方
体

中
空
の
円
柱

円

　柱

a（m）

R（m）
M（kg）

b（m） M
12

●辺の長さ

●質量

●回転軸がワークからオフセットしている場合

※慣性モーメントを求める際、まず負荷・治具等をモデリングして形状を単純なものに変換し、その後計算をする。
　複合荷重の場合、個々の慣性モーメントを計算し合計する。

●回転軸から負荷
　中心までの距離

h2（m）

R（m）
M（kg）

h1（m）●辺の長さ

●質量

●回転軸から負荷
　中心までの距離

d2（m）

R（m）
M（kg）

d1（m）●直径

●質量

●回転軸から負荷
　中心までの距離

R（m）
M（kg）

d（m）●直径

●質量

●回転軸から負荷
　中心までの距離

●立方体も同じ

●断面は立方体のみM
12

I＝

I＝ （a2＋b2）＋MR2

b

R

R

h2

a

h2

h1 h1

R

d

R

d2

d1

（h12＋h22）＋MR2

Md2

16
I＝ ＋MR2

16
I＝ M（d12＋d22）＋MR2

SFR·SFRT Series
技術資料
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■揺動運動において負荷の必要トルクが小さい場合で
も、負荷の慣性力によってアクチュエータの破損を
招くことがあります。必ず負荷の慣性モーメント、
運動エネルギー、揺動時間を考慮した上で、許容エ
ネルギー以下で使用してください。
許容エネルギー以上での使用の場合は必ず外部ストッパを使
用し、外部ストッパにてエネルギーを吸収してください。

■製品には定格出力を超えるトルクを外部より加えな
いでください。
製品の定格出力を超える外力が製品に加わりますと製品の破
損を招く原因となります。

■揺動角度の繰返し精度を必要とする場合は、外部に
ストッパを設けて負荷を直接停止させてください。
ロータリアクチュエータに備えられたストッパで停止させま
すと、揺動角度が初期の設定から変化する場合があります。

■ロータリアクチュエータは、仕様に定められた揺動
時間の範囲内でご使用ください。
この範囲を下回る低速域で使用しますと、スティックスリッ
プ現象により円滑に作動しません。

■ロータリアクチュエータの揺動速度制御は、スピー
ドコントローラを取付けて行ってください
調整は低速側より徐々に行い、所定の速度に調整してくださ
い。

■ロータリアクチュエータ用スイッチの注意
ロータリアクチュエータ同士の接近に注意してくだ
さい。
スイッチ付ロータリアクチュエータを2個以上近接させて使
用する場合や、ロータリアクチュエータのごく近くを磁性体
が移動する場合には、双方の磁力干渉のためスイッチが誤作
動する可能性があります。
ロータリアクチュエータの間隔を40mm以上離して設計して
ください。
（各ロータリアクチュエータ毎に許容間隔が示されている場合
は、それに従ってください。）

揺動角度の中間位置では、スイッチのON時間に注
意してください。
スイッチを揺動角度の中間位置に設定し、マグネットの通過
時に負荷を駆動する場合、揺動速度が速すぎるとスイッチは
ONしても動作時間が短く、負荷が動作しきれない場合があり
ますので注意してください。
その場合の揺動速度は、

　V＝　　　　　　　　　　　　 × 1000　（度／ s）

となります。

空気圧機器

本製品を安全にご使用いただくために
ご使用になる前に必ずお読みください。
シリンダ一、シリンダスイッチについては、空圧シリンダ総合（CB-029S）をご確認ください。

個別注意事項：スーパーファンロータリSFR、SFRTシリーズ

設計・選定時

■製品への空気圧の封じ込めによる途中停止、保持は
しないでください。
製品の外部に停止装置がない場合、方向制御弁により空気を
封じ込めて中間停止させますとエアーリーク等により停止 
置が保持出来ないことがあり、人体および機器、装置に傷害
や損傷を与える原因となります。

■負荷変動、上昇・下降動作、摩擦抵抗の変化がある
場合は、それを考慮した安全設計をしてください。
ロータリアクチュエータの作動速度が上昇し、人体や機械装
置に損傷を与える原因となります。

■ロータリアクチュエータを緩衝機構として使用しな
いでください。
異常な圧力が加わったり空気漏れが生じた場合に、減速効 
が著しく損なわれ、人体や機械装置に損傷を招く恐れがあり
ます。

■固定部や連結部が緩まない確実な締結を行ってくだ
さい。
作動頻度が高い場合や振動の多い場所にロータリアクチュ
エータを使用する場合は、特に確実な締結方法を採用してく
ださい。

■ロータリアクチュエータの改造
ロータリアクチュエータの改造はしないでください。

スイッチの動作範囲（度）
負荷の動作時間（ms）

警告 注意
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SFR·SFRT Series

1. 共通

取付・据付・調整時

■製品には追加工をしないでください。
製品に追加工しますと強度不足となり製品破損を招き人体お
よび機器、装置に損傷を与える原因となります。

■配管ポートにある固定オリフィスを再加工等で大き
くしないでください。この固定オリフィス径を大き
くしますとアクチュエータの作動速度が増し、衝撃
力が増大してアクチュエータの破損を招く原因とな
ります。また、配管等は必ずスピードコントローラ
をつけてご使用ください。

■90°タイプと180°タイプでポートにより揺動方向が
違います。
作動原理についてはカタログ内「作動原理」（5ペー
ジ）を参照してください。

■角度調整の際は製品で定められた調整範囲内で使用
してください。
角度調整はSFRTのみ可能です。
調整範囲（±5°）を超えて使用しますと作動不良、製品の破損
を招く原因となります。

■圧力を供給して角度の調整をする場合にはあらかじ
め装置が必要以上に回転しないように対応してくだ
さい。
圧力を供給しての調整では装置の取付姿勢などによっては調
整中に回転し落下を招き人体および機器、装置に傷害や損傷
を与える原因となります。

■機器が適正に作動することを確認するまで、起動し
ないでください。
取付け後、圧縮空気や電源を接続して適正な機能検査および
漏れ検査を行い、正しく取付けられ、安全かつ確実に作動す
ることを確認してから、システムを起動してください。

■塗装する場合
樹脂部分に塗装しますと、塗料や溶剤によって樹脂への悪影
響を及ぼす恐れがありますので、塗装の可否を予め当社まで
お問合わせください。
また、ロータリアクチュエータに貼付してある銘板などは、消
したり、はがしたり、文字を塗りつぶすなどしないでくださ
い。

■圧力を供給してロータリアクチュエータの揺動角度
を調整する場合、ロータリアクチュエータが必要以
上に回転しないように予め処理を施してください。
必要以上回転しますと、危険な状況を引き起こす場合があり
ます。

■軸継手を使用する場合は、自由度のある軸継手を使
用してください。
自由度のない軸継手を使用しますと、偏心によるこじれが発
生して作動不良、製品破損を招き、人体や機械装置に損傷を
与える原因となります。

■保守点検に必要なスペースを確保してください。

■外部ストッパは回転軸から離れた 置に取付けてく
ださい。
回転軸に近いところにストッパを設置しますと製品自体の発
生トルクによりストッパに働く反力が回転軸に加わり回転
軸、軸受の破損を生じさせ人体および機器、装置に傷害や損
傷を与える原因となります。
なおSFR-□-180については、両エンド端にてバックラッシュ
が発生しますので、外部ストッパの使用をおすすめします。

■SFRTにおいてストッパは調整範囲を超えて緩めな
いでください。
調整範囲を超えて緩めますと、ストッパが抜けることがあり、
人体や機械装置に損傷を与える原因となります。

■銘板等の形式表示部を、有機溶剤等で拭き取らない
でください。
表示の消える原因となります。

R

R

L

L

L

R

R

L

90°タイプ

Ｒ：時計方向回転（右回転）

Ｌ：反時計方向回転（左回転）

180°タイプ

警告

注意
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2.SFRシリーズ

SFR·SFRT Series

取付・据付・調整時

■ロータリアクチュエータのシャフトに負荷や治具な
どを取付ける際には、図3のように荷重をボディ
で受けない方法で取り付けてください。

■シャフトおよびシャフトに装着された装置に、直接
足をかけないでください。
シャフトに直接乗りますとシャフト、軸受などの破損の原因
となります。

■シャフトの軸方向への荷重（スラスト荷重）は作動
不良の原因となるので軸方向荷重は加えないでくだ
さい。避けられない場合は、図1のようにスラス
トベアリングを用いた構造にしてください。

■ロータリアクチュエータシャフト先端への曲げ荷重
は作動不良の原因となるので避けてください。
避けられない場合は、図2のように回転力だけが伝達される
ような機構にしてください。
シャフトの折損や軸受の摩耗・焼付などを防ぐために、シャ
フト先端部と負荷との連結部は揺動範囲のどの 置において
も、こじることのないようなフレキシブルカップリング等で
接続してください。

負荷

図1

スラストベアリング

ロータリアクチュエータ

負荷

図2　ラジアル荷重

シャフト

ロータリアクチュエータ

フレキシブルカップリング

ボディ

図3

シャフト

使用・メンテナンス時

■本体を分解したり、改造したりしないでください。

警告 注意

警告
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　・スイッチユニット構成図修正
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